林業分野参考様式第２号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本産業規格Ａ列４）

林業分野における育成就労外国人の受入れに関する誓約書
　　
　次の育成就労外国人に育成就労を行わせるに当たり、下記の事項を誓約します。
　※誓約事項の各項目を確認の上、□部分に☑を記載すること。

	育成就労外国人の氏名
（国籍・地域）
	

	
	

	
	


　　※　複数名について記載する場合には適宜欄を追加すること。記載しきれない場合には別紙に記載することも可とし、当欄には「別紙のとおり」と記載すること。

記

【誓約事項】
□１　安全衛生に係る業務において、外国人の育成就労の適正な実施及び育成就労外国人の保護に関する法律施行規則の規定に基づき林業分野に特有の事情に鑑みて告示で定める基準等（以下「告示」という。）第１条第２号に定める基準を満たす講習を下記の者（注１）により実施します。
　　　講習実施者の氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□２　上記講習に係る育成就労外国人の習熟度を確認するための書類により、当該習熟度を確認します。

□３　「林業の作業現場における緊急連絡体制の整備等のためのガイドライン」に記載の事項を遵守します。また、育林・素材生産作業に従事する現場ごとに、緊急時における連絡体制図を作成し、育成就労外国人及び林業従事者に周知します。

□４　伐木の作業に従事する現場において、緊急時に当該育成就労外国人に対して指示をすることができる場所に育成就労指導員を配置します。　
（注１）育成就労指導員に選任されていない者が講習を実施する場合には、外国人育成就労機構に対して、林業分野参考様式第３号も提出すること。
（注２）誓約事項を遵守することができなくなった場合は、速やかにその旨を外国人育成就労機構及び農林水産大臣に対し、報告を行うこと。

　　　　　　　　　　年　　　　月　　　　　日　　作成

　　　　　　　　　　　　　　　　申請者の氏名又は名称

　　　　　　　　　　　　　　　作成責任者　役職・氏名

